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令和３年２月の出来事

　市では、将来都市像である「快適健康都市　佐久」の実現を目指し、10年間のまちづく
りの計画である「第二次佐久市総合計画」の後期基本計画の策定を進めています。策定に
あたり、次代を担う若者の意見を反映させるため、市内中学校の２年生を対象としたワー
クショップを、２月５日から１か月間にわたり開催しました。

第二次佐久市総合計画後期基本計画策定に係る
中学生ワークショップ

　２月15日、昭和59年４月から令和２年11月までの36年８カ月という長期にわたりごみ
処理を行ってきた、佐久クリーンセンターの閉炉式が執り行われました。新たなごみ焼却
施設として平根地区に佐久平クリーンセンターを建設し、令和２年12月から稼働していま
す。

佐久クリーンセンター閉炉式
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佐久市男女共同参画推進事業者表彰式

高齢者福祉施設への飛沫感染予防シールド寄附受納式

　２月19日、ワークテラス佐久オープンラウンジにおいて、佐久市男女共同参画推進事業
者表彰式を行いました。今年度は、ワーク・ライフ・バランスの推進などに取り組む、株
式会社堀内組、岸野親芋の会の２事業者が受賞しました。

　２月18日、株式会社タク技研様より、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、市内の
高齢者福祉施設で感染予防に役立てていただきたいという思いから、「飛沫感染予防シー
ルド（ＴＡＫＵシールド）」100台の寄附をいただけることにあたり、受納式が行われま
した。


